
 

 

アル・アクサ洪水５１５日目：ハマス、アラブ連盟の立場を歓迎｜イスラエルが「ヒ
ズボラ幹部」を殺害 
 Palestine Chronicle、２０２５年３月４日、脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 イスラエルのヨルダン川西岸地区に対する侵略は続いている。(Photo: via social media, QNN) 

 

主要事項 

 ＊イスラエル軍は西岸地区攻撃を継続する中で、ヘブロンの北のスーリフで、釈放したパレスチナ人囚人のイス

ラー・グネイマートを再拘留した。 

 ＊ユーロ地中海人権モニターはイスラエルの徹底的なガザ飢饉化を非難し、人道支援の妨害をやめよと要求した。 

 

最新情報 

３月５日   ８：０９am（パレスチナ時間） 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル占領軍は囚人アフマド・アル・ハイモニのヘブロンにある家を爆破した。 

 ＊イェディオト・アハロノト：仲介国は、ハマスが柔軟性を失い、ウィトコフ米特使の提案に基づく協議には応

じることを拒否したと、イスラエルに伝えた。 

 ＊米メディア：数十人の親パレスチナ派が元イスラエル首相ナフタリ・ベネットの受け入れに反対してコロンビ

ア大学前で抗議デモ。 

 ＊イスラエル・メディア：マアリブ紙はイスラエル国連代表はガザで飢えているのは人質だけだと述べた。同じ

ように、イスラエル軍ラジオ放送も、ハマスもガザ住民も飢えていないとイスラエル国連大使が述べたと報道した。 

３月５日   ２：５２am 

 ＊イスラエル経済大臣ニール・バルカット（ブルームバーグの取材で）：米国のイスラエル支援はガザに関してだ

けでなく、もっと広範である。トランプ政権はレバノンからテロを追放するには何が必要かと我々に尋ねた。トラ



 

 

ンプ政権はアサド後の新シリア軍がイスラエルに手を出さないように我々を支持している1。トランプ大統領はイス

ラエルの断固とした大胆な行動を強く支持している。トランプ大統領は我々に戦争に勝利し人質を取り返すために

何でもやれと励ました。 

３月４日   １１：３８ｐｍ 

 ＊チャンネル１３：ネタニヤフ首相の側近は２０２３年１０月７日のアル・アクサ洪水に関する調査をシン・ベ

ト長官が提出したが、それは疑問に答えるものではないと述べた。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍がヘブロンを襲ったという情報がある。さらに情報によれば、軍は、昨年１

０月にテルアビブで７人のイスラエル人を殺害した銃撃事件の実行犯として刑務所に収監しているアフマド・アル・

ハイムーニの家を襲撃した。 

 ＊ハマス：シオニストの侵略と虐殺及び強制移住の計画が続く中、カイロでアラブ首脳会議が開催されたことを、

我々は歓迎する。会議における指導者たちの発言を高く評価する。発言のすべてはガザ・パレスチナ人の強制移住

計画を拒否した。 

我々は、パレスチナ人強制移住計画とパレスチナの大義を抹消する試みを拒否するアラブの姿勢を、名誉ある歴

史的メッセージとして、高く評価する。 

我々は、アラブの統一的姿勢に支えられ、必ず強制移住、併合、入植地化を阻止できると断言する。  

我々は、アラブ首脳会議がガザ復興計画を採択し、それに必要な資材の提供を呼びかけたことを歓迎する。首脳

会議が停戦合意の実施を呼びかけたことは、パレスチナ人民への政治的支援となり、敵の停戦合意変更を止める圧

力となる。 

我々は犯罪的な敵に停戦合意で約束したことを履行せよと義務付ける必要を強く主張する。  

我々は統一アラブがイスラエルに合意事項を実施し援助物資搬入妨害をやめるように圧力措置をかけることを要

求する。統一アラブが占領者イスラエルに第二段階へ移行して合意の実行を行えと圧力をかけることを求める。 

我々はパレスチナ人民の願望であるパレスチナ国家機構樹立に関するアラブ首脳会議の声明を歓迎する。その願

望は早急に立法評議会選挙及び大統領選挙によって達成される。 

我々はアラブ諸国がパレスチナ人の犯罪的な敵イスラエルに立ち向かう不屈の精神を引き続き支援することを望

む。 

我々はアラブ諸国がイスラエルのパレスチナと中東地域国々を犠牲にした拡張主義的野心に立ち向かうことを呼

びかける。 

 ＊欧州議会議長：私はエジプトとアラブの国々がガザに関して提起した計画を歓迎する。アラブの計画が復興、

統治、安全保障などのすべての面を網羅していることは重要である。我々はアラブのガザ計画を具体的に支援する

用意があり、国際社会はそれが実施されるように協力しなければならない。 

３月４日  ９：４７ｐｍ 

 ＊マサフェル・ヤッタの戦い：オスカー受賞のドキュメンタリー映画『ノー・アザー・ランド他の故郷はない』

で西岸地区マサフェル・ヤッタの闘いが紹介された。マサフェル・ヤッタは民族浄化が長く続いている町だが、住

民は抹殺を拒否して闘っている。「イスラエルは誰にも分らないように我々を追い出そうとしている」2 

３月４日   ９：１０ｐｍ 

 ＊米国務省：マルコ・ルビオ国務長官がベンヤミン・ネタニヤフ首相と会談し、イスラエルへの揺るぎない支援

がトランプ大統領の最優先事項だと伝えた。国務長官はウィトコフ米特使の人質解放と停戦延長努力にイスラエル

が協力したことを感謝した。長官はイランの脅威に対して米国・イスラエルの密接な連携を強調した。 

 

 

 
1 イスラエルは反乱軍を支援したが、アサド政権が崩壊した後もシリアの町や村を占領し、避難民の帰村を許していな

い。 

2 パレスチナ・クロニクルのロバート・インラケシュがマサフェル・ヤッタの活動家アラア・ハスリーンからイスラエ

ル軍と入植者の攻撃に対する住民の抵抗について話しを聞いた。ハスリーンはイスラエル軍の攻撃下の生活、入植者の襲

撃、住民の活動家化、民族浄化と併合計画、住民の人間的尊厳と権利意識の５点について語った。 



 

 

３月４日   ９：００ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル（ガザからの情報として）：イスラエルはガザ回廊中部のデイル・アル・バラフ地区の

二つの脱塩施設への電気を断ち切って、数千人の住民から水を奪った。昨日デイル・アル・バラフ市役所は、南海

脱塩施設とバスラ脱塩施設が、イスラエルの電源カットのため、操業できなくなったと発表した。 

 ＊パレスチナ・クロニクル：ガザでは移動が日常的闘争となっている ——徒歩、自転車、あるいは間に合わせの

自動車による移動 。ガソリン不足と交通費高騰のために、人々は歩いて避難するより他はないのだ。 

 ＊パレスチナ・クロニクル：エジプト主導のアラブ首脳会議は、ガザ・パレスチナ人の強制移住に反対し、ガザ

回廊再建の５３０億ドル計画を提唱し、パレスチナ人主権の重要性を強調した。 

３月４日   ８：５３ｐｍ 

 ＊タス通信（ガザのパレスチナ保健省を引用）：２０２３年１０月以降ガザのイスラエルの軍事行動で死亡したパ

レスチナ人の数は４８，４００人を越え、負傷者も１１１，８００人以上となった。保健省によれば、昨日７人の

遺体を瓦礫の下から回収した、イスラエルの攻撃で１１人が負傷で病院へ担ぎ込まれ、一人は重傷で死亡した。 

３月４日   ７：３５ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：情報によると、イスラエル占領軍はアル・アクサ・モスクの中庭でフォトジャーナリスト

を逮捕した。 

 ＊アル・ジャジーラ：ガザ回廊北部のベイト・ハヌーンでイスラエル軍の銃撃でパレスチナ人女性が死亡した。 

 ＊チャンネル１２：停戦協定開始後殺害されたハデル・ハシムはヒズボラの最高位司令官である。かなり前に南

レバノンのティルスで自動車で走行していたヒズボラ幹部を殺害したと発表していたが、その人物がハデル・ハシ

ムであった。 

３月４日  ６：０３ｐｍ 

 ＊イラク大統領：イラクのアブドゥル・ラティフ・ラシッド大統領はパレスチナ人を標的にした計画の破局的影

響を警告し、パレスチナ人強制移住計画を止めるように国際社会が行動することを求めた。彼は早急にガザを復旧

させ、そのためのファンドを立ち上げることを呼びかけた。 

 ＊フィナンシャル・タイムズ：イスラエルは、ガザへの水と電気の供給ライン二か所の切断を検討しているらし

い。この切断はイスラエルの法律に違反するものではないという法的保証があるとしている。 

 ＊パレスチナ自治政府大統領：アッバス PA 大統領は、PA がガザを統治し、PA 保安隊とイスラエル軍とが合同

で治安維持にあたることが、PAの計画であると述べた。 

 ＊米国務省：米国はアンサールッラー（フーシ派）を、市民生活、米軍、世界海運貿易への脅威として、外国テ

ロ組織に指定した。 

 ＊ヨルダン国王：アブドゥラ２世はヨルダンがパレスチナ人強制移住に反対する姿勢であると宣言し、はっきり

した期間を設定してガザの復旧に取り組むことを呼びかけた。彼は二国解決案が唯一の平和への道だと強く言った。 

 ＊エジプト大統領：アブドル・ファッター・アッシーシー大統領はガザ侵攻を人類史上の汚点だと非難し、エジ

プトが停戦に尽力し、ガザの将来の行政のためにパレスチナ治安部隊を訓練すると言った 

３月４日   ３：５４ｐｍ 

 ＊チャンネル１２：人質の父親マタン・アングレストはネタニヤフ首相の停戦合意事項の実施の先延ばしを批判

し、必要とあらば１０月７日の拉致のビデオを公開すると威嚇した。 

 ＊イスラエル軍：軍はジェニンの軍事行動の拡大を発表した。３人の指名手配パレスチナ人を身柄拘束し、ジェ

ニン以外の地域にも侵攻している。  

 ＊トランプ：トランプ大統領は学生の不法な反イスラエル抗議を容認する大学への連邦資金をカットすると宣言

し、不法抗議活動の扇動者や参加した米国人学生を国外追放かまたは投獄すると威嚇した。 

 ＊レバノン保健省：南レバノンのティルス地区の町ラシュカニエを走行する自動車への空爆でレバノン国民が１

人死亡した。 

 ＊アル・アクサＴＶ：ガザ回廊南部のハーン・ユーニスの北東部の国境地帯をイスラエル軍用車が重機関銃で攻

撃した。 

 ＊ＷＨＯ事務局長：テドロス・アダノム・ゲブレイェソス 事務局長はガザの医療設備が多大の被害を受け、３６

あった病院のうち１８病院だけが、部分的な形で操業しているだけだと述べた。 



 

 

３月４日   ２：３２ｐｍ 

 ＊イスラエル情報筋：南レバノンで自動車運転中のヒズボラ幹部（名前は不明）を空爆で殺害した。イスラエル

軍ラジオ放送はヒズボラの精鋭「ラドワン部隊」の幹部の殺害を確認したと放送した。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル無人機が南レバノンの、国境から１０キロメートルのところにあるラシュカニ

エで自動車を銃撃した、とイスラエル軍ラジオ放送が伝えた。 

３月４日   １２：５９ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：ラファの東のアル・ジュネイナ地区でイスラエルの発砲で子どもが一人負傷した。 

 ＊エルサレム行政区域：ラマダンの４日目、１６０人の入植者がアル・アクサ・モスクの中庭に乱入し、挑発的

にユダヤ教の祈りと儀式を行った。 

 ＊国連パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）事務局長：フィリップ・ラザリーニ氏は、ガザへの援助停止を非

難し、16ヶ月にわたる残虐な戦争で疲弊した市民を脅かすものだと警告した。彼は、援助と必要不可欠なサービス

は譲れないものであり、武器化されてはならないと強調した。 

＊イスラエル外務大臣：ギデオン・サール外務大臣は、ハマスが人道支援を自分たちの軍事力と経済力を強化す

るために利用していると、ハマスを非難し、人道支援はハマスの戦争準備に貢献しているだけだと言った。 

３月４日   １２：０９ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍はヘブロンの南のアル・ダヒリヤ村の南入口にある商店街を破壊した。 

 ＊アル・ジャジーラ：デイル・アル・バラフ東部でイスラエルの銃撃で負傷したパレスチナ人が死亡した。 

 ＊イスラエル軍：ガザ地区南部で、１人のパレスチナ人がイスラエル軍に撃たれた負傷したが、彼が軍に近づい

てきたから発砲した。 

 ＊パレスチナ赤三日月社：ヘブロンの北のハルフール橋検問所付近でイスラエル軍に襲われてパレスチナ人が負

傷した。 

 ＊イスラエル軍の１０・７関係の調査：１０月７日の奇襲攻撃で軍がクファル・アザ・キブツを守れずに６２人

の死亡、１８人の負傷、１９人の拉致に至ったのは、軍の指導力と協力の欠如のためである。 

 ＊UNRWA：ガザの約２６万人の子どもたちが１月からUNRWAの遠隔学習プログラムを受けている。また心的

ストレスになった子どもたちのケアとして心理社会的支援チームがガザ中部とハーン・ユーニスで５０００件のケ

ースに対応している。 

 ＊イスラエル財務大臣：ベザレル・スモトリッチ財務大臣はジャネット・イエレン米財務長官ら米高官たちと会

議を持ち、経済協力の強化と安全保障活動への支援を確保しようとした。 

 ＊米国上院議員：バーニー・サンダース上院議員はネタニヤフのガザへの人道支援妨害を非難し、ガザの子ども

を飢えさせるのは戦争犯罪だと言った。 

 ＊ユーロ地中海人権モニター： ユーロ地中海人権モニターはイスラエルの徹底的なガザ飢饉化を非難し、人道支

援の妨害をやめよと要求した 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍は西岸地区攻撃を継続する中で、ヘブロンの北のスーリフで、釈放したパレ

スチナ人囚人のイスラー・グネイマートを再拘留した。 

 ＊行方不明者・強制的失踪者のためおパレスチナ・センター：我々は瓦礫の下から数千人の遺体を回収するため

に必要な機材の搬入をイスラエルが妨害していることに深い懸念を表明し、国際社会がイスラエルの圧力をかける

ことを要望する。 


